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　It is considered that the occurrence of plant diseases caused by soil pathogens need to know

densities or activities of pathogens in soil. In the present paper, the relations between the occurrence

of damping-off of cucumber seedlings and inoculum density of causal fungi or environmental factors

were studied.

　Ｆｕｓａｒiｕｍｏエｙｓpoｒｕmhad wide range of adaptabilities to soil temperature, soil humidity and

carbon or nitrogen compounds. So, as ａ rule, the appearance of disease was influenced by the

density of this fungus in soil. 1t was seemed that damping-off of seedlings appeared uncontinuously

in case of gaining some quantitative activities in soil, but invasion of plant root increased step by

step with increase of fungal density.Rhtｚｏｃtｏれia ｓｏｌａｎｉhadmore narrow adaptabilities than that

of F. oエｙｓｐｏｒｕｒ　The phenomenon of root invasion by this fungus showed the same way ａｓ　Ｆ.

○エｙｓpoｒｗndid, but from our experiments it could not confilm the relation between fungal density

and damped sympton ａs Ｆ．ｏエｙｓｐｏｒｕｍ.Ｐ＼ithiｕｉ)ｉａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕｍwasmost sensitive for environ-

mental factors in three pathogens tested, and for reason of these　characters of this fungus, it could

not･ clear up for damage-fungal density relationship.

　Each pathogen utilized well amino acids. For utilizing inorganic nitrogen sources, 尺.ｓolani did

not utilize much ammonium-nitrogen and ｊ）.　ａｐｈｘｉｎｉｄｅｒｍａtｕmdid not much nitrite-nitrogen. When

these nitrogen sources were added in soil, diseases appeared more severe than in soil did not added.

But, even if the nitrogen sources that promoted the growth of pathogen well were added in soil,

disease did not always appear severely.

　土壌中に生息する微生物はつねに他菌と競合しながら動的平衡を保っている。この平衡は微生物

相として非生物的要因の影響を反映している。土壌病原菌もこの微生物相構成員の一端を受け持ち

ながら腐生生活を行なうが，生活根が存在すればそれを利用して他菌より優位に立とうとする。そ

の場合，非生物的要因が病原菌に有利に働けば植物体ははげしく侵される。　Ｇａｒｒｅtt6）はこの関係

をinoculum potential により解明し，病原菌の量的増加と質的増加の両面について検討した。前

者については土壌中での菌密度の増大，後者については養分獲得による活性の増高などが考えられ

　本報告はＦｕｓａｒiｕｍ　ｏエｙｓｐｏｒｕｍ．　Ｒｈｉｚｏｃtｏｎｉａ ｓｏｌａｎｉ，Ｐ:ｙｔhiｗｍ ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍによって

生ずる幼苗立枯病が土壌中の菌密度によりどのように発現するか，また，病害の発現を助長する要
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因について２，３の検討を加えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　験　　材　　料

　供試した病原菌はいずれもキュウリより分離したＦ．０巧妙ｏｒｗｎ(F507号菌), R. solのaｔ（RS

508号菌). p・ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａれｍべP502号菌）である。検定植物としてはキュウリ幼苗（品種；四

葉）を用いた。

　　　　　　　　　　　　　　実験方法ならびに実験結果

　1.土壌中の病原菌密度と病害の発生　　　　　　‘　　　”　　，

　土壌中の微生物的要因を除くためにあらかじめ殺菌した土壌に病原菌を任意の割合に混合し，菌

量の相違により幼苗立枯病の発生がいかなる様相を示すかについて検討した。

　径２ｍｍ以下のトウモロコシ粒子に各病原菌を接種し，25°Ｃで14日間培養したのち殺菌した砂

を加えて100 m1 とし，水を加えて土壌湿度が最大容水量の70％になるように調整した。砂とトウ

モロコシ粒子との割合は容積比でＦ，ｏエ･ｙｓｐｏｒｕｍは0 : 100, 30 : 70， 60 : 40， 90 : 10, 100 : 0

に｡ Ｒ. ｚＡａ?liは60 : 40， 90 : 10， 95 : 5， 99 : 1， 99.5:0.5, 100 : O に，7）｡ ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕｎ

は40 : 60， 70 : 30， 80 : 20， 90 : 10， 95 : 5， 99 : 1, 100 : O になるように混合した。これを25°Ｃ

に４日開静置した。径15 cm の鉢に土壌（埴壌土）1400 ml を入れ，蒸気殺菌したのち各病原菌培

養砂を加えてよく混合し，１日後にあらかじめ表面殺菌後催芽させたキュウリ種子を各鉢10粒ずつ

播種した。　なお，種子は直接に菌に接触するのを避けるため，病土上に約２ｃｍの厚さに殺菌した

土を置いて播種した。　この場合，土壌全量に対するトウモロコシ接種源の割合は，それぞれ，Ｆ

ｏｘｙｓｐｏｒｕｍでは6.67, 4.67, 2.67, 0.67, Q %, R｡お几zniでは2.67, 0.67, 0.33, 0.06, 0.03,

0％，j）.ａｐｈａｎｉｄｅｒ肌ａ缶ｍでは4.0, 2.0, 1.33, 0.67, 0.33, 0.06, Q 96である。播種後15日

に苗を抜取り罹病状態を観察した。実験は1968年８月中旬，９月上旬，９月下旬, 1969年５月上旬

の４回に分けて行なった。第１図は比較的結果の明白なもののみを図示した（第１図，第１表）。

　実験ごとの平均温度，土壌湿度はそれぞれ29.0°Ｃ ・ 乾燥, 25.6°Ｃ ・過湿, 23.8°Ｃ ・ やゝ過湿，

19.0°Ｃ ・ やゝ乾燥である。 Ｆ． ｏｘｙｓｐｏｒｕｎｉ汚染土壌では実験のだ｡びごとに数値的な変動は認めら

　　　　　　　　　F. ocり
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　　　　　　　　　　　　Inoculum density (?o)

Fig. 1. Inoculum density related with damping-off of cucumber seedlings

　・�Per cent of diseased seedlings,［二］per cent of damped seedlings.
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　　　　　　　Table l. Occurrence of damped disease under different soil condition or

　　　　　　　　differentinoculum density.

Soil infested by Ｆ．ｏエｙｓpoｒｕｍ

69

Eχp. plot

＊１

C
N
J

Ｃ
Ｏ

'
C
f
*

**6.67 %

-

***64(43)

　83(37)

　73(4)

　62(32)

Susceptible ratio

-

4.67

-

70(10)

50(3)

43(O)

61(16)

(％)
-

　2.67
-

67(3)

28(O)

27(O)

54(7)

0｡67

-

28(3)

23(3)

13(O)

27(5)

Soil infested by Ｒ. 　ｓｏｌａ？ｌi

２
　
３
　
４

*＊＊35(20)

　96(94)

　88(88)

Soil infested by Ｐ．ａがｌａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ.

35(19)

98(92)

82(76)

33(15)

74(54)

62(51)

30(28)

28(21)

Eｘｐ･ plot

１
　
り
乙
　
１
り
　
４

＊

Susceptible ratio　（％）

　**4.0

一

＊＊＊56(4)

　100(99)

　89(70)

　56(56)

　2.0

-

43(13)

100(100)

95(37)

56(51)

1｡33
-

　－

88(38)

58(54)

0｡67一

一

69(11)

93(77)

67(30)

28(26)

0.33

-

67(28)

44(31)

0.06

　－

40(8)

27(20)

　　＊　The soil conditions of each plot were as follow; Exp. 1 : 29.0°c, arid, Exp. 2 :25.6°Ｃ，

　　　overmoistened, Exp. 3 t 23. 8°C, moistened; Exp. 4 : 19. 0， arid a little.

　＊＊　Quantity of inoculum in soil (Ｃｏrn granule inoculated pathogen/soil(v/v)×100)

＊＊＊　Per cent of diseased cucumber seedlings 1 Pre- and post･damping-off was shown in par'

　　　entheses.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

れるが，全実験を通じて菌密度と罹病率との間には関連性が認められ。幼苗立枯率はある菌密度以

上になると急速に発生する６これに対し，根部の侵害は菌密度の増大に伴うて増加するように思わ

れる。Ｒ. ｓｏｌａｎｉも同様の傾向をもつようであるが，供試した菌密度では明確な結果は得られなか

ったt) p. apha戒心ｒｎｉａtｕinは実験のたびごとに数値が異なり一定の傾向は見出だし難い。この菌

は土壌中の菌密度もさることながら，土壌環境により発病を支配される面が多いと思われる。第２

回の実験で被害率が高いのは過湿により菌糸が地表を拡りキュウリを侵したためである。

　2.土壌湿度と病原菌の分布

　前述の実験において幼苗立枯病の発生の様相は実験時の条件により左右される場合が多いと思わ

れる。この傾向はj）｡
　ａｐｈｘｍｉｄｅｒｎｉａtｕｍにおいてはなはだしい。この点について，土壌中の菌密
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度の変化と土壌湿度の関係を検討した。

　供試した菌密度は前記実験において罹病率に変勁が認められる程度の菌密度，すなわち, F. oxy-

ｓｐｏｒｕｍでは土壌200 ml に対して病原菌接種トウモロコシ粒子4.61 ％， Ｒ.
　ｓolmiiでは0.06％，

Ｐ．ａがｌａｎｉｄｅｒｍａtｕｍでは0.67％の割合になるように秤量し，径９ｃｍの腰高ペトリ皿に有機物を

除去した砂50 ml とともに入れた。この上に150 m1の砂を入れ，殺菌水を加えて土壌湿度を最大

容水量の50，70，90％とした。このペトリ皿を25°Ｃに静置し，２日後にスライドグラスを垂直に挿

入した。スライドグラスは５日および10日後に取出して検鏡し，菌糸数を計数した(第２表)。

　　　　　　　　Table 2. Number of mycelia in soil under different soil moisture

　　　　　　　　　(Contact slide method)｡

Soil humidity

＊50％

０
　
０

７
　
９

Ｆ．ひjｒｙやorient

*＊7 days

*＊＊62

　　97

　170

12

-

100

112

204

　Ｒ、ｓｏlａｎi

　7　　　　　12

58　　　　43

32　　　　21

21　　　　　24

　　＊

　＊＊

＊＊＊

Soil water holding capacity /max.　soil water holding capac:ityXlOO

Days after inoculation　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･==

Number of mycelia on slide glass

　ｐ. 　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕｍ
1　　　

7　　　　　12

０
　
２
　
４

２
　
７
　
９

２
　
１

０
　
０

０
　
８

２
　
１

64

　Ｆ. ○工ｙｓｐｏｒｕｍ.は湿度が大になれば菌糸数は増加する。また，接種後７日よりも12日の方が菌糸

の蔓延が増す。これに対し，Ｒ，ｓｏｌａｎｉ，Ｐ，ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕｔｎは７日後にはかなりの菌糸が存在

するが12日後には活性菌糸は減少する場合が多い。また，湿度90％では菌糸数は少ない。さらに，

これら菌糸の分布を見るために同じ実験を繰返して表土下0.5. 1.5, 2.5 cmにおける菌糸の存在

を検鏡した(第２図)。
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　　　　　　　　　Number of mycelia on contact slide-glass
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Fig. 2. Distribution of mycelia in soil at different soil humidity. Mycelia were

　counted at 7 and 12 days after inoculation ；ロコat 0. 5 mm, 1回又31 at 1.５ mm.j

　BB at 2.５ mm soil depth.
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　この実験においては各菌はペトリ皿底部に接種しているので，調査初期の菌密度は下層部に多

いo F. oエ■ｙｓｐｏｒｕｍでは土壌湿度が低い場合には高い場合に比して菌糸の分布は下層部に多い。し

かし，日時の経過につれて次第に菌糸は全面に拡がるが，低湿度の場合には上層部への拡がり方は

おそい。過湿の場合は12日後には上層部に菌糸は多く見出だされ，下層部には崩壊した菌糸および

大型分生胞子が多く認められる。この胞子は上層部にはほとんど見出だされない。また，低湿度の

場合には大型分生胞子の形成はほとんど認められない。Ｒ. ｓｏｌａｎｉは１日後には菌糸は土壌全面に

分布する。この場合，菌糸の密度は低湿度の方が大である。 12日後には湿度50％，70％区では上層

部の菌糸は次第に厚膜化し，活性菌糸は減少する。これに対し，菌糸数の少ない90％区では12日後

においても菌糸数は徐々に増加し，しかも，上層部に移行し，下層部には厚膜化した菌糸，あるい

は内容物を失った菌糸が増加する。 Ｐ，ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａはｍもＲ，ｓｏｌａｎｉと同じ傾向を示すが，湿

度90％の場合には菌糸数も少なく，各層での経時的変化もあまり認められない。これらのことは土

壌湿度に対する感応域はＦヽｏエｙｓｐｏｒｕｍ・Ｒ．ｓｏｌａｎｉ，Ｐ，ａｐｈａｎｉｄ ｅｒｍａtｕｍの順に狭くなるもの

と思われる。

　3.温度に対する各病原菌の反応

　幼苗立枯病の発生に関与する要因の一つとして，温度か病原菌におよぽす影響について検討し

た。

　各病原菌をジャガイモ煎汁寒天培地上に移植し, 15, 20, 25, 30, 33°Ｃに静置し，24時間ごと

に菌糸の伸長を測定した。　また，径９ｃｍ高さ５ｃｍの腰高ペトリ皿にCzapek寒天培地を約２

ｍｍの厚さに流し，各菌を移植して25°Ｃに静置した。菌そうが培地の大部分に拡った時，殺菌し

た砂を約４とｍの厚さに入れて土壌浸出液（土壌500 g に水口を加え，２気圧で加圧殺菌したのち

24時間室温に放置し，その上澄液を使用）を加えて湿度を最大容水量の70％になるように調整し

た。菌そう表面から３ｃｍの位置に土壌浸出液寒天培地（寒天0.6％）を薄く塗附したカバーグラス

を菌そうに平行あるいは垂直に置き，前記各温度に静置した。数日後，カバーグラスを取出して菌

糸の有無を検鏡し，24時間に伸展した菌糸の速度に換算した（第３表）。

　　　　　　　　Table 3. Mycelial growth of pathogens at different temperature.
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a: On potato decoction agar plate, S:In sand added soil extract solution.

Mycelial growth for 24 hrs.

8.5

19.7

22.1

27.1

31.4

　Ｆ．ｏエ:ｙｓｐｏｒｕｍ・R. solaniは生育適温は25°Ｃ前後であるか，Ｐ．ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕｉｎは設定温

度の範囲内では高温ほど生育は良好である。これは土壌中における伸長においても変りはないが，

尺.ｓｏｌａｎｉは土壌中では30°Ｃを越えると急激に伸長は低下し，また，培地上においても33°Ｃでは

sectorを形成しやすくなる。各菌とも土壌中での伸展は培地上よりもおそくなる。

　4.土壌添加物と病害の発生

　土壌中の有機質としてセルロースを用い，また窒素化合物を加えて幼苗立枯病の発生の様相を観
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察した。

　径15 cm の鉢に壌土と砂を１：１の割合に混合して入れ，セルロース粉末を各鉢５ｇずつ加えて

蒸気殺菌した。一方，各病原菌を200 ml 容三角フラスコに50 m1 のCzapek液を入れ，25°Ｃで

培養し，10日後に生育した菌そうを取出して水洗後，殺菌水を加えてホモジナイザーで切断し，そ

の所定量を各鉢に混合した。各鉢の菌ｍは。 Ｆ. ｏりｓｐｏｒｕｍ　では１フラスコ中の全菌量を，尺．

ｓａｌａｎｉは１フラスコ中の菌そうの凭を, p. aph。lideｒｍａtｕＴｎは％の菌量を含む菌糸懸濁液を標

準量とし，その10倍あるいは緬倍を各鉢に接種した。接種10日後にキュウリを播種し，10日あるい

は15日後に苗を抜取って罹病程度を調査した(第４表｀)。

　　　　　　Table 4. Occurrence of damped disease related with inoむulum density of

　　　　　　　pathogen and cellulosein soil.

Pathogen
Inoculum

density

Non cellulose Celluloseaddition

Damped　Slight　昌tl7sed Damped　Slight　昌?sed

F. oxy∫orum

*10

　1

　0.1

**10　　　70　　　80

　　0　　　25　　　　25

　　4　　　21　　　，25　，

23　　　　54　　　　77

15　　　　30　　　　45

6　　　　25　　　　31

R、Solani

10

　1

　0.1

100　　　0　　　100

76　　　23　　　　99

13　　24　　37 j

100　　　　0　　　100

84　　　　7　　　91

37　　　　25　　　62

7). ａｐｈａｎｉｄｅｍｉａtｕｍ

　
　
　
1

0
1
0

1 0
0
6

7
4
2

5
2
5

1
2

5
2
1

8
6
3

6
1
9

7
4
Ｃ
Ｖ
l

O
Ｏ

Ｃ
^
J

C
―

84

43

36

＊　l unit of inoculum density were mycelia of　Ｆ、ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、1/2of mycelia of 沢.ｓｏｌａｎｉ

　and ２/3 of mycelia ｏ£Ｐ、ａｐｈａｎｉｄｅｒ、ｎａtｔiniin l flask cultured in Czapek's solution (50 m1)

　at 25°Ｃ for 10 days.　　　　　　　　　　　　　　　　サ

＊＊　Per cent of diseased seedlings of cucumber.

　各菌とも接種した菌量が増すと罹病率は増大するＱ　Ｆ．ｏエjｙゆｏｒｕniはセルロース添加により発

病率は増加し，とくに幼苗立枯率が増加する。 Ｒ.　ｓｏｌａｎｉはセルロース添加の影響は菌密度の高い

場合は認められない。これは無添加区においてもはげしく発病し，質的な活性を量的な活性で被う

ためであろう。しかし，菌密度の低い場合には無添加区に比して発病は多くなる。この２菌は土壌

中のセルロースを利用して菌糸の活性を増高するものと考えられる。これに対してＰ。ａｐｈａｎｉｄｅｒ-

　　　　　　　　　　Table 5. Utilization of nitrogen sources by pathogens.　　　　　　　　　＾

Nitrogen*

NaN02

NaNOa

KNOs

(NH4)2SO4

NH4NO3

(ＮＨ２)２ＣＯ

Glutamic acid

ASpartic acid

F、ｏこｚｙｓpoｒｕni

　　**35. 6 mg

　　　29.8

　　　26.1

　　　22.2

　　　24.8

　　　33.7

　　　57.1

　　　55.5

R、ｓｏlａｎi

115.1

175.0

128.5

　78.3

　83.5

　92.5

147.6

188.6

Ｐ、ａｐｈａｎｉｄｅｒｉｎａtｕni

　　　　18.6

　　　　32.0

　　　　36.3

　　　　28.2

　　　　39.1

　　　　39.0

　　　　50.3

　　　　50.6

　＊　Thesenitrogen sources were added as same weight of nitrogen in Czapek's prescription.

＊＊　Dry mycelial weight of pathogen cultured for 10 days at 25°Ｃ.
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ｍａtｕＴｎではセルロースによる影響は認め難い。　この菌はセルロフスを利用しないと考えられる。

　３病原菌の窒素源の利用程度を知るために50･m1のCzapek液中の窒素源を同処方の窒素量と

等量の窒素化合物にかえて200 ml 容三角フラスコ内にて25°Ｃで10日間培養し，生育菌量の相違を

秤量した（第５表）。

　各病原菌はアミノ酸をよく利用するが，無機態窒素の利用はかなりの差異がある。　すなわち，

Ｆ･ ｏエｙｓｐｏｒｕｍはアンモニア態窒素の利用は悪い。Ｒ.　ｓｏｌａｕiも同様の傾向を示すがアンモニア態

窒素の利用はF. oxysporumよりも悪く，硝酸態窒素はよく利用する。Ｐ. 　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕｍは

亜硝酸態窒素の存在の下では生育は不良である。

　つぎに土壌中に窒素源を加えて幼苗立枯病の発生を観察した。前記同様に径15cmの鉢に壌土と

砂を等量混合して入れ，セルロース粉末を加えて殺菌し，各病原菌を前記の標準量の如量を接種

し, Czapek処方と等量の窒素源を各鉢300 ml ずつ漉注した。窒素源液は５日ごとに溜注した。

また，キュウリの播種ならびに病害調査も前記実験に準じて行なった。また，無殺菌土壌を用いて

同様の処理ならびに調査を行なった（第６表）。

　　　　　　　　　Table 6. Occurrence of damped dissasein soil added cellulose

　　　　　　　　　　and nitrogen sources.　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

Carbon sourceNitrogensource
Non　Cellulose　Cellulose　　　Cellulose　Cellulose
Non　　Non　　(NH4)2SO4　NaNOs　　Glutamic acid

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊Soil steril.

Ｐ、aphanidermattim

　　　　　　　　　　　　　　　　　Natural

*14( 3) 12( 8)　27(17)　　18(18)　　32(20)

　0　　　0　　　　1（O）　　0　　　　　4（o）

　　　　　　　　　　　　　Sterilized

R. soほ711　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　Natural

26(18) 32(24)　62(21)　　25(15)　　70（52）

20（9）30（5）　50（30）　　20(12)　　48（38）

　　　　　　　　　　　　　　　　Sterilized

Ｆ、ｏエysporum

　　　　　　　　　　　　　　　　Natural

31( 6) 42(20)　50（10）　　55(10)　　77(31)

18（o）50（16）　54( 7)　　36( 6)　　61(17)

　＊　Percent of diseased cucumber seedlings, and ratio of pre- and postbamping-off was shown

　in parentheses.

＊＊　Soilwas sterilizedby steam.

　各病原菌はいずれもグルタミン酸を加えることにより発病率は高くなる。しかし，前記の菌の生

育実験において, R. soぬ711はアンモニア態より硝酸態をよく利用したにも拘らず，発病は前者に

多く後者に少ない。これはアンモニア態窒素の存在の下ではキュウリの根が被害をうけるため，活

性の少ない菌糸でも容易に根組織に侵入しうるものと考えられ，硝酸態では菌糸の活性が大である

にも拘らずキュウリの根もまた生育旺盛であるためと考えられる。また，アミノ態窒素の下では病

原菌のみが利用しるため侵古力が大になると考えられる。これらのことはＦ．ｏエ:ｙｓｐｏｒｕｍ　におい

ても同様であると考えられる。しかし，無殺菌土壌においては養分獲得競合菌の存在などにより病

原菌の活性は低下し，罹病率は低下するものと思われる。Ｐ，ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕｎも上記２菌と同じ

傾向をもつが，無殺菌土壌中では供試した菌密度ではほとんど発病には到り得ないようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察

　土壌病害の発現は土壌中における病原菌の密度あるいは活性により左右される6･7･10 15･16･17,19)。

また，病原菌をも含めた一つの場における微生物相に与える非生物的要因も考慮すべきである2･3

4゛5｀8゛12゛1?゛18げo)ｏ
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　Ｆ･ ｏエｙｓｐｏｒｕｍｔ　Ｒ.ｓｏｌａｎｉｔＰ．ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａれｉｍを土壌叱接種してキュウリ幼苗への侵害率を

観察すると･温度･湿度などの環境条件により発病様相はかなり異っている。Ｆ･ ｏｘｙｓｐｏｒｕｍは３

者のうちでは安定した侵害力を示し1 Ｒ.　ｓolaiiiがこれに次ぐが，j）｡　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕＴｎは環境条

件に左右されやすいようである。 Kraft & Erwin"'は菌密度の低い場合は環境要因は大きく作用

することを報告し，Ｂａtｅｍａｎ２)，Ｃｏｌｈｏｕｎ＆Ｐａｒk5'，Ｇｒiffin8)，Ｍａｌａｌａsｅｋｅｒａ＆Ｃｏｌｈｏｕn12，小

倉・森本15)らは物理的環境要因，とくに温度や土壌湿度について検討している。 Ｒａｏ＆Ｒａｏｌｏ)は

ワタ萎凋病は土壌中の菌密度に比例して発生すると報告し, Gooding & Lucas">小倉・森本・坪

＃16)らはＦ. ｏｘｙｓｐｏｒｔmiによる発病はある菌密度以上で急激に起ることを指適している。本実験

においても・Ｆ。ｏエｙｓｐｏｒｕｎｉはある菌密度以上で急激に立枯症状を示すが，根部の被害は菌密度に

応じて徐々に増加する。他の２菌についても同様の現象は認められるが，供試した菌密度ではｙ

oxyspoΓurn　のように明確には認められない。供試した３病原菌は温度に対する感応域は異ってい

るが，当農学部における地中温度か28°Ｃを越えるのは８月中旬の数日にすぎず(農学部気象観測

記録による)，この点を加味すれば高温要因はＦｙtｈｉｍｎか他菌に比してやゝ有利であろうと思わ

れる。一方，土壌湿度に対する反応も各菌により異なっている。本実験は下層部に各菌を接種して

いるため，地表部に比して下層部に多くの菌糸が検出される力１・, F. oエｙｓｐｏｒｕｍでは湿度の増大に

つれて菌糸は地表部へ移行し，下層部には大型胞子を残すにすぎない。 Ｒ． ｓｏｌａｎｉは低湿度の場合

は菌糸は土壌全面に蔓延するが，12日後には活性菌糸は減少する。過湿状態では菌糸数は少ない

が，経時的に菌糸数は増加し，地表部へ移行する。j）・ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕｍもＲ.
　ｓｏｌａｎｉと同様の

傾向を示すが湿度90％では菌糸量も少なく移行も少ない。これらの関係は第１表のキュウリの罹病

状況からも推測されＩ　Ｆヽｏエ:ｙやｏｒｕｍは他菌ほど環境条件に左右されないが，Ｒ.　ｓｏｌａｎｉは土壌湿

度が，j)｡　apha戒山ｒｍａtｕＴｎは低温がある程度の制限因子になると思われる。たｙ第２回実験で過

湿条件下のＰ. 　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａtｕniの被害が大きいのは菌糸か地表を伸展してキュウリを侵したた

めである。　しかし, Gri伍n8)は多くの病原菌は乾燥土壌においても生活しうることを報告してい

る。

　一方, Chapman'"をはじめ，多くの研究者は土壌有機質が徹生物相に与える影響について検討

しているが1･6･13･2oJ，Ｋｒaft＆Ｅｒｗin9)，Ｍａｉｅｒ11)，Ｐａｐａｖiｚａs17゛，ＴｏｕssｏｕｎＩＮａsh＆Snｙdeｒ2o)

らは窒素源の影響を強調した。本実験において，土壌中にセルロースを添加するとＦ.　ｏｘｙｓｐｏｎｕni・

Ｒ. 　ｓｏｌａｎｉは活性を増すかｐ. ａｐｈａｎｉｄｅｒｎｉａtｕｍは本物質を利用しないlo。窒素源の利用も各菌

により差異が認められるか，キュウリの生育もアンモニア態窒素は抑制する。このことはＲ.　ｓｏｌａｎｉ

はアンモニア態窒素の存在の下では生育が悪いにも拘らず，罹病率が増大する一因であろう。　ま

た，自然土壌では殺菌土壌よりキュウリ侵害率が低下するのは物質添加による微生物相構成員の変

動と併せて検討することが必要であろう。

　稿を終えるにあたり，本実験に御助力頂いた山本多恵子氏に謝意を表する次第です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　土壌病害の発現は土壌中の病原菌密度ならびに活性により左右される。本報告は罹病キュウリよ

り得たＦｉｉｚａｒiｕｍ 　ｏエｙｓｐｏｒｕｍ．　Rhiｚｏｃtｏｎｉａ ｓｏｌａｎｉｉＰｙthiｕｍ　ａｐｈａ戒庇ｒｍａtｕｍを用いて菌密

度とキュウリ幼苗立枯病の発生様相との関係ならびに病害発生環境について検討した。

　Ｆ.りごり功りruinは土壌温度，土壌湿度に対して適応の巾は広く，寄主植物への侵害は土壌中の菌

密度により左右される場合が多い。立枯症状は菌密度と比例せず非連続的に起り，ある菌密度以下

になれば急激に低下する。しかし，外見上健全な植物の根部の罹病は菌密度の増加に比例して増加

する。Ｒ.　ｓｏｌａｎｉは環境への適応力はＦ.。xyspoΓumよりも弱い。植物根への侵害はF. oxyspoΓum
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と同じ傾向を示すが立枯症状と菌密度の関係は本実験では明らかでない。 Ｐ。卵臨戒庇ｒｍａtｕｍは

３菌のうち，もっとも環境要因の影響をうけやすい。このため，菌密度と発病の関係は明らかでな

い。各菌とも有機態窒素はよく利用するが，無機態窒素では, Ｒ. ｓｄｌａｎｉはアンモニア態窒素，

j）.ａｐｈａｎｉｄｅｎｎａtｕｍは亜硝酸態窒素の存在の下では生育は良くない。　しかし，土壌中にこれら

窒素源を庖注した場合，菌の生育の良否は必ずしも幼苗立枯病の発生の多少と関連しない。これら

物質による植物体の生長も同時に考慮すべきである。

　以上の結果，病害の発生は土壌中の病原菌の増減，寄主体の抵抗力の増減を支配する要因をつね

に考慮せねばならないであろう。
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